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令和 7 年 8 月 7 日  市長定例記者会見 

 

       

 

１ 概要 

１１９番通報での救急搬送時にマイナ保険証（保険証利用登録したマイナンバーカード）を活用す

る「マイナ救急」の実証事業が令和７年１０月から全国で一斉に開始される。マイナ保険証を利用し、

傷病者が受診した病院や処方された薬などの正確な医療情報を救急隊員に伝えることで、迅速かつ適

切な救急活動につなげるものである。 

本市におけるマイナンバーカード保有率は８２.９％（令和７年６月時点）で、県内市第１位であり、

市民の皆さんが救急要請時により円滑な対応を受けられるよう、マイナ保険証の取得促進やマイナン

バーカードのさらなる活用を周知する。 

 

２ 実証事業の概要 

（１） 実施期間 

令和７年１０月１日（水）から令和８年３月３１日（火）まで 

（２） 参加する救急隊 

東広島市消防局の全救急隊（１８隊） 

（３） マイナ救急の流れ 

・マイナ保険証の顔写真により、傷病者本人であることを確認する。 

・本人の同意が得られた場合、救急隊の専用端末でマイナ保険証を読み取り、医療情報を取得して 

応急処置や病院選定に活用する。 

・次の場合は、通常の救急活動を行う。 

①マイナ保険証がない場合 ②本人確認ができない場合 ③本人の同意が得られない場合 
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（４） 期待される効果 

令和６年に全国の一部地域で先行実施された実証事業では、傷病者の説明の負担軽減や、救急隊

による正確な情報取得が適切な応急処置や搬送先選定に繋がったなどの効果が報告されており、

本市においても同様の効果が期待される。 

 

３ 市の取組内容 

（１） 広報活動 

①９月９日の救急の日に合わせて、消防局の各消防署、各分署で開催されるイベントを通じてチラシ

を配布。 

【イベント概要】 

 日時：令和７年９月６日（土）９：００～１２：００ 

 場所：ミスターマックス八本松店 

 内容：応急手当の普及啓発（救急車の展示、心肺蘇生の体験など） 

 主催：東広島消防署西分署 

 ※ほか５会場でも応急手当の普及啓発を目的としたイベントを実施 

 

②ポスターや広報紙、市ホームページ、ＫＡＭＯＮケーブル（マイタウン東広島）等により、市民及

び関係医療機関へ周知。 

     

［チラシ］              ［ポスター］ 

（２） 職員の事前研修 

日 時：令和７年９月１８日（木）、１９日（金）１０：００～１１：００ 

場 所：東広島市消防局 ３階防災センター研修室及び各所属の執務室（ＷＥＢ参加） 

参加者：全救急隊員 ２３３名 

内 容：マイナ救急の運用及びタブレット操作研修 


